
日
中
韓
観
光
交
流
新
時
代
の
幕
開
け
宣
言

東
京
で
４
年
ぶ
り
に
観
光
大
臣
会
合
を
開
催

　
日
本
と
中
国
、
韓
国
の
3
カ
国
に
よ
る
観
光

大
臣
会
合
が
4
月
11
日
と
12
日
の
両
日
、
東
京

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
中
関
係
や
日
韓
関
係
の
悪
化
に
よ
る
影
響

な
ど
で
中
断
し
、
4
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
日

中
韓
観
光
大
臣
会
合
の
第
7
回
会
合
に
は
、
日

本
の
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
、
中
国
の
李
金

早
国
家
旅
游
局
長
、
韓
国
の
金
鍾
徳
文
化
体
育

観
光
部
長
官
や
観
光
業
界
関
係
者
ら
が
出
席
。

11
日
に
日
中
、
日
韓
、
中
韓
の
二
国
間
会
合
が

行
わ
れ
た
の
に
続
き
、
12
日
に
は
3
カ
国
に
よ

る
会
合
が
開
か
れ
、
⑴
人
的
往
来
の
利
便
性

向
上
に
よ
る
日
中
韓
観
光
交
流
新
時
代
の
幕

開
け
、
⑵
三
国
共

同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
ビ
ジ
ッ

ト
・
イ
ー
ス
ト
・

ア
ジ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
、
⑶
日
中
韓

三
国
の
連
携
強
化
に
よ
る
観
光
交
流
に
お
け
る

質
の
向
上
、
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
共
同
声
明

を
採
択
し
ま
し
た
。

　

日
中
韓
の
3
カ
国
間
に
お
け
る
交
流
人
口

は
、
観
光
大
臣
会
合
の
始
ま
っ
た
2
0
0
6

年
の
1
3
8
4
万
人
か
ら
2
0
1
4
年
に
は

2
0
4
7
万
人
に
拡
大
し
て
お
り
、
共
同
声
明

で
は
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
3
0
0
0
万
人
の

達
成
を
目
指
し
て
、
3
カ
国
の
協
力
に
よ
る
交

流
拡
大
に
努
め
る
こ
と
も
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
12
日
に
開
催
さ
れ
た
日
中
韓
観
光
交

流
拡
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
日
本
政
府
観
光
局

（
J
N
T
O
）
の
松
山
良
一
理
事
長
が
モ
デ

レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
行
わ
れ
、
J
A
T
A
の
田
川
博
己
会
長
、

中
国
旅
行
社
協
会
の
張
立
軍
会
長
、
韓
国
旅
行

業
協
会
の
梁
武
承
会
長
の
3
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
登
壇
。
政
治
的
に
厳
し
い
環
境
が
続
く

中
で
、
観
光
を
通
じ
た
民
間
交
流
を
維
持
・
拡

大
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
な
ど
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
（
5
ペ
ー
ジ
に
詳
細
記
事
）

日中韓観光大臣会合に臨む各国代表団（左から韓国、中国、日本）

太田国交相「中韓両国への日本人旅行者増加が課題」

李局長「観光協力で意見が違ってはならない」

金長官「三国の協力で共通デスティネーションに」 12日午前に開催された日中韓観光大臣会合（東京プリンスホテル）

日中韓観光大臣会合の後、記者会見に先立って行われた共同声明署名式



日中韓観光大臣会合

日
本
か
ら
の
訪
中
・
訪
韓
需
要
回
復
が
最
優
先
課
題

太
田
国
交
相
、三
国
間
の
観
光
交
流
拡
大
へ
意
欲
表
明

「
観
光
交
流
新
時
代
」の
幕
開
け

　

日
中
韓
の
3
カ
国
は
共
同
声
明
の
中
で
、

2
0
1
1
年
の
第
6
回
会
合
以
降
、平
昌
と
東

京
で
の
五
輪
開
催
が
決
定
す
る
な
ど
、ア
ジ
ア
を

世
界
に
印
象
付
け
る
絶
好
の
機
会
が
到
来
し
、ア

ジ
ア
と
世
界
の
観
光
に
お
い
て
日
中
韓
三
国
が
果

た
す
役
割
の
重
要
性
が
高
ま
って
い
る
こ
と
を
指

摘
。東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
平
和
的
な
経
済

社
会
の
発
展
に
向
け
て
、日
中
韓
三
国
の
連
携
と

協
力
が一層
大
切
と
な
り
、三
国
間
の
観
光
交
流

拡
大
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

共
同
声
明
で
は
、交
流
拡
大
の
実
現
に
向
け
て

航
空
路
線
の
充
実
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
就
航
促
進

な
ど
に
努

め
る
と
と

も
に
、各
国

内
の
ア
ク
セ

ス
交
通
の

円
滑
化
、通

信
環
境
の

整
備
な
ど
、

旅
行
者
の

利
便
性
を

向
上
さ
せ

る
措
置
に

よ
る
人
的

往
来
拡
大
の
促
進
を
通
じ
た「
日
中
韓
観
光
交

流
新
時
代
の
幕
開
け
」が
謳
わ
れ
ま
し
た
。「
双

方
向
の
交
流
」「
地
域・地
方
の
交
流
」「
文
化・ス

ポ
ー
ツ・青
少
年
の
交
流
」を
軸
に
し
て
三
国
間
の

官
民
連
携
を
推
進
が
図
ら
れ
る
方
針
で
す
。

　

ま
た
、こ
の「
日
中
韓
観
光
交
流
新
時
代
の
幕

開
け
」を
契
機
に
、日
本
と
中
国
、韓
国
の
3
カ

国
を
国
際
観
光
市
場
に
お
け
る
共
通
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョン
と
し
て
、東
ア
ジ
ア
域
外
を
対
象
と

す
る「
ビ
ジッ
ト・イ
ー
ス
ト・ア
ジ
ア・キ
ャンペ
ー
ン

（
V
E
A
C
）」を
三
国
が
連
携
し
て
実
施
す
る

こ
と
で
も
合
意
。各
国
政
府
観
光
局
に
よ
る
連

携
や
日
中
韓
の
旅
行
会
社
に
よ
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス

の
共
同
開
発・商
品
化
に
向
け
て
、実
務
者
レベル

で
の
協
議
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
中
韓
で
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
は
共
同
声
明
調
印

後
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
、「
日
本
と
し
て
は
中

韓
両
国
への
旅
行
者
を
い
か
に
増
加
さ
せ
る
か
が

第
一の
課
題
だ
」と
語
り
、訪
中・訪
韓
旅
行
需
要

の
回
復
を
最
優
先
す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

中
国
国
家
旅
游
局
の
李
金
早
局
長
は
、共
同

声
明
に
つい
て
、「
伝
統
的
な
観
光
協
力
の
枠
組
み

を
超
え
る
も
の
で
、三
国
の
観
光
に
お
け
る
規
範

と
路
線
を一体
化
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
大
き
な

特
徴
だ
」と
指
摘
。「
政
治
的
関
係
は
必
ず
し
も

順
調
で
は
な
い
が
、こ
こ
数
年
に
お
け
る
観
光
面

で
の
協
力
レ
ベ
ル
は
向
上
し
て
き
て
お
り
、現
在

も
新
し
い
目
標
に
向
かって
動
き
続
け
て
い
る
」と

語
り
、「
ど
の
よ
う
な
政
治
的
主
張
が
あ
っ
た
と

し
て
も
観
光
協
力
の
面
で
意
見
が
食
い
違
って
は

な
ら
な
い
」と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
観
光
に
は
本
来
、国
境
と
い
う
も
の
が
あ
って
は

な
ら
ず
、自
由
に
旅
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

は
各
国
政
府
の
責
任
だ
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

韓
国
文
化
体
育
観
光
部
の
金
鍾
徳
長
官
は
、

「
観
光
協
力
や
観
光
交
流
は
友
情
を
深
め
る
上

で
非
常
に
大
事
な
手
段
で
あ
り
、軋
轢
解
消
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
」と
強
調
。V
E
A
C
に

つい
て
も「
世
界
の
観
光
市
場
を
見
た
場
合
、三

国
が
協
力
し
て
努
力
す
れ
ば
、共
通
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
ション
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」と
自
信
を
示

し
、「
共
同
プ
ロ
モ
ー
ション
な
ど
を
通
じ
て
様
々
な

障
害
が
克
服
さ
れ
れ
ば
、政
治
面
で
も
プ
ラ
ス
に

働
く
と
考
え
て
い
る
」と
表
明
し
ま
し
た
。

三
国
間
の
広
域
連
携
で
商
品
開
発

　
「
日
中
韓
観
光
交
流
拡
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
は
、

J
A
T
A
の
田
川
博
己
会
長
、中
国
旅
行
社
協

会
の
張
立
軍
会
長
、韓
国
旅
行
業
協
会
の
梁
武

承
会
長
の
3
氏
が
登
壇
、交
流
拡
大
や
共
同
プ
ロ

モ
ー
ション
に
つい
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
田
川
会
長
は
、訪
韓
日
本
人
旅
行
者
の
回
復
に

向
け
て
、昨
年
8
月
と
12
月
の
ソ
ウ
ル
と
東
京
で

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、昨
年
12
月
の
J
A
T
A

に
よ
る
1
0
0
0
人
規
模
の
メ
ガ
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー

や
今
年
2
月
の
全
国
旅
行
業
協
会（
A
N
T
A
）

に
よ
る
1
4
0
0
人
規
模
の
ツ
ア
ー
に
続
き
、

日
韓
国
交
正
常
化
50
周
年
に
当
た
る
今
年
は
、

共
同
販
売
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
5
0
0
0
人
の
送

客
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
。中
国

で
も
、昨
年
11
月
の
上
海
へ
の
中
国
国
際
旅
遊

交
易
会（
C
I
T
M
）訪
中
団
、今
年
3
月
の
北

京
で
の
J
A
T
A
役
員
会
に
続
き
、5
月
に
は

3
0
0
0
人
規
模
の「
日
中
観
光
文
化
交
流
団
」

が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。田
川
会

長
は
青
少
年
交
流
の
重
要
性
に
も
言
及
し
、観
光

庁
や
文
部
科
学
省
、地
方
自
治
体
と
も
連
携
す

る
考
え
を
表
明
。「
訪
中・訪
韓
日
本
人
旅
行
者

の
増
加
に
向
け
、新
た
な
旅
行
企
画
を
練
って
商

品
化
す
る
旅
行
会
社
の
力
を
見
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　

中
国
旅
行
社
協
会
の
張
立
軍
会
長
は
、共

同
宣
言
に
盛
り
込
ま
れ
た
V
E
A
C
に
つい
て
、

「
三
国
で『
観
光
自
由
区
』の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
り
、外
国
人
の
短
期
滞
在
に
関
す
る
共

通
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
欧
州
の
よ
う
に
、域

外
国
の
旅
行
者
に
ビ
ザ
な
し
で
短
期
滞
在
を
認

め
る
制
度
の
導
入
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
」と
提

案
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、韓
国
旅
行
業
協
会
の
梁
武
承
会
長
が

「
奈
良
と
慶
州
を
組
み
合
わ
せ
た
文
化
ゴ
ー
ル

ド
チェー
ン
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
開
発
し
て
、域
外

の
旅
行
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
」と
訴
え
る一方
、

田
川
会
長
も「
か
つ
て
の
ロ
ン
パ
リ
ロ
ー
マ
に
匹
敵

す
る
よ
う
な
東
京・北
京・ソ
ウ
ル
の
商
品
化
を
図

り
た
い
」と
語
って
、三
国
間
で
の
広
域
連
携
に
よ

る
可
能
性
に
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

「日中韓観光交流拡大フォーラム」には、JATAの田川博己会長（左）も登壇しました。


